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■授業の目的及び到達目標
この授業では何らかの障害や理由によって教育上特別なニーズを有する生徒に対して、適切な支援を行えるよう必要な知識
を得、支援の方法を考えることを目的とします。そのうえで、①インクルーシブ教育の理念および法制度等を理解してい
る、②特別なニーズを有する生徒の実態把握や支援に必要な知識および支援の方法を理解している、③障害のある生徒や日
本語指導が必要な外国籍の生徒など特別な教育ニーズを有する生徒の実態把握や支援に必要な知識および支援の方法を理解
していることを到達目標とします。

■授業計画

1 特別支援教育とは
授業の全体の概要、成績評価方法等に関する説明を行う。
特別支援教育の歴史および特別支援教育の内容について概説する。

2 インクルーシブ教育とは
インクルーシブ教育に関する制度や法令の種類およびその内容を概説する。

3 障害の理解①
知的障害、視覚障害、聴覚障害等のさまざまな障害の特性の理解。
障害を有する生徒の学習面・生活面での困難の理解とその支援について概説する。

4 障害の理解②
発達障害等のさまざまな障害の特性の理解。
障害を有する生徒の学習面・生活面での困難の理解とその支援について概説する。

5 障害を有する生徒の特性の理解
障害を有する生徒理解のための、アセスメントおよび、模擬検査の結果の解釈の仕方を概説する。

6 通級による指導、自立活動
「通級による指導」および「自立活動」について概説する。

7 障害のある生徒のための ICT 活用
害の状態や特性等に応じて、ICT 機器を効果的に活用することについて概説する。

8 個別の指導計画、教育支援計画の重要性
個別の指導計画・教育支援計画の作成とそれらにもとづく指導について概説する。

9 校内委員会、外部機関との連携
校内での連携、特別支援学校のセンター的機能の活用等について概説する。

10 家庭、外部機関との連携
家庭や外部の専門機関との連携のあり方・方法について概説する。

11 特別支援教育における交流及び共同学習
校間の連携や地域との交流とその効果について概説する。

12 外国にルーツのある生徒、マイノリティへの対応
外国にルーツのある生徒やマイノリティ（社会的少数集団）の実態と教育制度上の課題、および支援のあり方につい
て概説する。

13 まとめと試験
授業全体を通したまとめを行った後に、内容の理解を問う小テストを行う。

■授業の方法
本講義はオンデマンド型講義形式となる。資料の配布、課題、フィードバック等は基本的 Blackboard を通じて行う。授業内
容の資料を元に講義形式で行うが、その回のテーマに沿った具体的な事例、映像をなるべく多く用いて、イメージしやすい
ようにする。

■予習・復習
TV やインターネットなどで特別支援教育に関わる話題がでた時には、関心をもち自分なりの意見をもてるようにしておく。
授業後は、わからなかったことや興味をもったことについて自分なりに深めておく。

■成績評価の方法（成績の評定方法、授業態度、レポート等の扱い）
授業後に課題・小テストを行う。授業課題(70%) 小テスト(30%) （全３回）で評価する。
講義動画視聴後、課題レポートの提出をもって出席とする。

■教科書・参考書
（参考書）
大塚玲編著（2015）「教員をめざすための特別支援教育入門」萌文書林 
大塚玲編著（2020）「高等学校教員のための特別支援教育入門」萌文書林
内田義人著（2021）「今日から使える！特別支援 iPad 活用法 見える・わかる・できる・使える 111 のアイディア」合同出版

■関連する科目
教育・発達心理学Ⅰ、教育・発達心理学Ⅱ、教育相談、介護等体験、教職実践演習、教育実習

■当該科目の実務経験（該当する場合のみ記載）
小学校教諭（通常学級、特別支援学級、通級指導教室、特別支援コーディネーター、生徒指導主事）
特別支援学校教諭（小学部、中学部、学部主事）で勤務。


